
「らしいJと「ょうだJの意味の相違について

田野村忠渇

はじめに

等しく「推震の助動詞Jの名で呼ばれることのある現代日本語の「らしいJと「ょうだJに

ついては、その意味・用法の相違の問題がこれまでに何度も取り上げられてきた o

この問題に関する比較的早い時期の記述としては、一般にほとんど知られていないもののよ

うであるが、湯沢幸吉郎氏の執筆による r日本語表現文典』がある日開審で湯沢氏は、 「らし

いJを「伺等かの根拠から推定する意味を表すのに用ひる語j とし、 「らしいJと「ょうだJ

の意味の違いを次のように説明しておられる。 1) 

「ゃうだ」は「らししりと殆んど時じ意味を表すが、 「らしいJ して考へた結果を正

に断定する形を避けて、余裕のある雷ひ方をなす場合に用ひるに対して、 「ゃうだJは

推考を用ひず、客観の情勢をそのま〉受け容れて、 「さう見えるJ rさう患はれる」の

味を表す場合に用ひる o

しも「らしいJ と「ょうだJの違いを問題としているわけではないが、基本的に湯沢氏

すると考えられる晃解は、その後の文法蓄や論文の中にも される o 例えば、

誌、 「だろう Jとの比較においてであるが、 「らしいJを、 「或る客観的な状況J

こってゐる に対する するものとしておられる口また、

i立、 「めり Jについて、 r [j' ……のふうだJJ [j'……の だJJ [j' ……と

えるJといっ で、た Y 曲にするためだけに用いたような もありますj

と た上で、 「めち Jと「ょうだJの を しておられる。 は、

など 的に同じ ものと られる。 2) 

さて、こうした出 はいずれも、 「らしいJと「ょうだJの 的な そのものを

することを意留するものと言ってよいと濯、われるが、 においては、これとは多少とも

る方向の られている。それは、 「らしいJと「ょうだJがいずれもある

に基づいた推量を表すものだということは前提とし、そのうえで両者を誌別するために必

な意味特性を見出そうとする方向である。この火付け役を果たしたのは寺村秀夫氏

あるが、その後、組問珠子、柴田武、長島善郎、早津恵美子その協の諸氏による論考

が相次寸形で発表されている。 3)

しかし、 に端を発するこの新しい研究の流れは、我々を問題についての真の理解に

つ山円。



くものではないように筆者には思われる。無論、異なる視点の導入によって新たな知見が得ら

れるという可能性はあり、したがって、そうした研究がまったく不毛な方向を自指しているな

どと雷うつもりはない o しかしながら、始めから「らしいJ と「ょうだJ を同種のものと見な

して一一つまり、両者の基本的な性格の相違を不問にして一一、専ら特定の抽象的な意味特性

という視点から両者を比較したのでは、見るべき両者の個性が覆い隠されてしまうことになる

と思われるのである o

2 rらしいJ rょうだ」の基本的な意味

結論を先に述べれば、上に引用した湯沢氏の記述こそ、 「らしい Jと「ょうだJそれぞれの

意味をよく捉えており、その意味・用法の相違を考えるうえでも考察の拠り所とすべきもので

あると筆者は考える o 実質上湯沢氏らの記述の繰り返しになるが、表現を整理して、この小論

の結論とするところを次のようにまとめておく。

「らしいJの基本的な

ある根拠から、 (既定の) は~であると推定される o

「ょうだJの基本的な

~という外見・様子である。~である印象を受ける。

なお、ここで拡披わないが、 「みたいだJも「ょうだj と抵ぽ開義の表現と考えてよい o

以下記おいては、実擦の用舗の観察を通む、議々の事実が上のー殻化によれば自然な説明を

の3"'4節では、 「らしい j と「ょうだJのそれぞれの意味・

用法について考察し、髄持、関者の相違に言及する o 5舗では、寺村氏以来の抽象的な意味特

を述べる o 6節は、 「らしいJと「のだろう Jの関係についての補足

な議論である。

3 rちしいJ

3. 1 

「らしいJはある殺拠に基づく推定を表すものであることから、実際の用制においても、そ

の推定の表現の前か後に、根拠となることがらが表現されていることが非常に多い。

まず、次のような関では、先に根拠が述べられ、それに推定が続く形を取っている o

( )やおら男たちが数議類の太鼓を持って現われる。動物の角でできた笛がプアォーとほ

ら員のようえ芸者をあげた o いよいよ祭むの始まちムLぷ。(アフリカ)

(2)アニータは、わたしの手から綿を受け取ると、糸をくり出し、粘土球の上に巻きつけ

たo 糸を作って ょうとするつもりらしい o (マヤ)
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次のように、根拠と推定とを単一の文で表現している例もある。

(3)木造住家にペンキが塗つであり、文明の影響がかなちおよんでいるらしい。

(シルクロード)

(4)十七世紀になってチベットの高犠ラーム・サプトが、プータンに宗教界の指導者とし

て移り住んだところを見ると、チベットとプータンの交流はかなり前からあったらし

い。

以上のような毅拠ー推定という

(チベット・プータン)

な排列と見られ、用例の頻度も高いが、これと

は逆に、推定が先で壊拠が後になっている場合も少なくはない o

( 5 )神父が数日前より、日本からイシャが来ると近くの村にも声をかけていたムム心。ニ

山三山越えて自称病人がやって来ていた o フィリピン)

(6)わたしたちが一緒に食事をしていると、モルジプ人はわたしたちが日本人か朝鮮人か

みわけがつきにくい主主心。かれらの中の好脊心の旺盛な者はわたしたちにどちらな

のか、とたずねてくる。(モルジプ)

と根拠をこのj額序で間一文中に表現しようとすると、次のような rrvらしく rvJ という

い方になる。

(7)二階にある私の家の鳩の巣を、四踏の窓からみていたブアルハッドは、羨ましかった

らしく、時々家ヘ来て、鳩をみせてくれといった。(イラン)

(8)轄の近代化が行われている最中らしく、到るところ工事場の感じである。日本より

は遅い主主ごし街路樹の緑はまだ浅い o 西域(上)) 

また、次のように、推定-の表現の前後それぞれに根拠となることがらの表現を侍うものもあ

る。援拠一推定、推定一披拠という二つの願序の表現が組み合わされたものと言ってもよかろう。

(9)その晩の礼拝は特に大きなものであった。どうやら巡回のエライ牧師がまわってきた

普設の日の牧師と服装からしてちがう o メラネシア)

(10)ブヅブツと泡を吹いている地面には鉄サピのような層ができていた o よほど湯に鉄分

が多い主主心。ところどころ土が変色している。(メラネシア)

以上の場合とは異なり、推定の諜拠が表現されていない用例もある o これにはニ通ちの場合

があるが、いずれにおいても、根拠が雷語的に表現されていないというだけのことであって、

「らしいJを用いて表現された話し手(書き手)の推定が、ある根拠に基づいていることには

変わりがない o その第一の場合は、次に示す備のように、話し手が自分の回で見るなどして得

た情報が推定の根拠となっている場合である o

( 11)わたしはその時、なぜかれがけげんな様子で、露骨に紙をとりあげ「こちらに来いJ

と別室に連れて行くのか、その意図がわかりかねた。部屋に入ると別の男が椅子に坐
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っている。上司主よムユ。何事かスリランカ語で二人は話しあった上、 「もう一度金を

みせろ」という o モルジプ)

(12)畑地は斜面にあって、階段耕作をやっていたが、いよいよプータン人たちの生活圏内

に来たのだと思うと、 IL.¥が高ぶってきた。遠いのではっきりしないが、畑で黄金色に

ひかっているのは麦らしかった D (チベット・プータン)

3. 2 缶関

推定の根拠となることがらが表現されない第二の場合は、他から開いた情報が根拠となって

いる場合である o 一般に「らしいJの伝簡の用法と呼ばれているものに相当する o

(13 )係官もただコンパートの中をのぞくだけで、所持金のことは伺もいわなかった也持出

禁止のルーブルをもっていると げられるらしいが、しかしニループル栓は

かまわぬということだろう。(アジア。ヨーロッパ)

(14)寺称さん自身は(潟窟があるという噂を)知らなかったが、 d現地の人に声をかけてく

れた o知っている男がいた o ムンダの山手にあるらしい。洞口は背より高く、水が譲

れ出ているという o メラネシア)

次のような例では、情報の出所が rrvによると J r rvによればJの形で明示されている o

(15)隣舜留さんの rシルクロードの旅』は陳さんが数年前にここを訪れたときの紀行で、
ア7ン

しい説明がある。それによると、住職のことを開揮といい、最長老の方はマハメッ

ド・ハジさんという

(16)モルジプ人の仕事ぷりは、タンカーにモルジブ人と共にー航海

ックネームの男)や日本水産の松村さんらの話によれば、まる

(シルクロード)

した髭(というニ

ながら仕事をし

ているように、日本人の銀には映ってしまうちしい。(モノレジプ)

この依聞の用法では、話し手が雄定を行っているとは言い難いようでもあるが、 「らしいJ

の使用の裏には、地から関いた博報をもとにして事実はこうであろうと推定しようとしている

話し手の心理があると見てよいのではないかと思われる。

3. 3 

さて、 「らしいJは話し手またはそれ以外の誰かが現にそうであると推定している場合にだ

け使われると言ってよい o これに反する次のような用例は、現代の会話や文章ではまず見られ

ない。
いざな

(17)貞吉は、別に女の誘った訳でもないのに、誘はれたやうな心持で o最初からi比処で食

すると決めても居た主主丘、日頃の不決断とは全反対。先に立って戸口の引手を探

り、構はず空いて居るテープルに坐った。(永井荷嵐「ふらんす物語J ) 
かよわ

(18)温い、透明な朝の光線は、何時も繊弱い人類に向って、尽きざる健譲と力を進めよう
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と勤めるムム丘、縫子が枕元の明けた窓から、一ぱいに差込んで来て、薬の匂に篭め

られた不快な室の空気を、忽ち新しく快活にして了った。(永井荷風「新任知事J ) 

(19)やがて{役者である)亭主が婦って来た o役者の紋をつけた双子縞の羽織は着てゐる

が、どこか近在の者で〉もあるムム心身体付から顔立まで芝居者らしい所は少しもな

(永井荷風「雪解J) 

(17)と(18)では、明らかに、貞吉は最初からその胞で食事をすると決めていたと考えられてい

るわけではないし、朝日の光が人類に「尽きざる髄康と力を進めようと勤めJていると推定さ

れているわけでもない。(19)の例は若干微妙だが、役者である亭主を実際に「どこか近在の者J

と推定しているのではないと思われる。こうした「らしく J rらしいJは、現在ならば、 「か

のようにJ rかのようなJなどと表現されるところであろう。

ちなみに、 「らしいJの使用が、現にそうであると推定されている場合に限られるというの

は、いわゆる 「らしいJ一一「その物の典型的な性質を示しているJ という意味を

すーーについても雷えることである o したがって、 「彼の男らしい態度J とは言えるが、 「彼

女の男らしい態度」はあり得ない o 4) 「らししりを否定形にしても事情は同様で、 「彼の男ら

しくない態度j はよいが、 「彼女の男らしくない態度Jは不可能である o この意味で、次のよ

うな用制は例外的である o

(20) (Jレーピン氏の)前歯のつきでた口もとは、いかにもビーバーそっくりで、そのうえ、

にはっきものの轟ひげが、あっちむきこっちむき、ぴんぴんとおっ立っている

ため、ますますビーバー

(ポール・ガリコ(亀山龍樹飽訳) rハリスおばさんモスクワヘ行く J ) 

にはどーパーではないのに、 「らしい」が用いられている。しかし、 「ビーバーそっくり J

という文脈設定に支えられていることを考えに入れると、重大な例外と見るには及ばないであ

ろう。また、

(21)ー に乗るのはばからしいようでもあるが、ヨーロッパで一等車に乗るの

お年寄りか、ユーレイルパスをもった日本人やアメリカ人なので、こ

自くない。(アジア@ヨ-0ツパ)

においては、一等窃符で二等主義に乗る自分のことを、本当にばかだと考えているわけではなか

ろう。その罷りで誌はりも例外的と蓄えるが、 r tまからしいJは、もはや「ばかJと接尾語の

「らしいJ に分解しては考えられないほど領用化が進んでいるものと雷うべきかも知れない a

この小論で問題としているいわゆる助動詞の「らしいJ に話を戻すと、 「らしいJ を用いた

推定の表現には、 「どうやら J rどうも」が典型的な鯵飾語として伴うことがある o

(22)この船、よく見るとあちこちに日本語が残っている。どうやら瀬戸内航路あたりに使

po 
n
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u
 



われていたムムムlo メラネシア)

(23)パマコの空港には夜到着した o どうも私は、夜に着く巡り合わせになっているらしい o

(アフリカ)

「よほどJ rよっぽどJによる程度の強調を伴うものもある o 5) 

(24)よほど粘性の低い溶岩だったらしく、臨まった表面にもあまり凹凸がない。

(メラネシア)

(25)そのタロイモがすごい o (中略)その葉は畳半畳分はあろうかという代物で、茎は大

人の太腿くらいある o 高さもニメートル近くあるかと思えるほどなのだ。(中略)よ

っぽど成長条件がいいらしい o (メラネシア)

3. 4 接尾語の「ちしい」との産別

いわゆる接尾語の「らしい J，ま、上述したように、ある物であることが分かっている対象に

ついて、それがその物の典型的な性質を示しているということを表現する o

(26)それでも(オリエント急行は)さすがに国際列車ゑムi見送りの人は少なくない o

(アジア・ヨーロッパ)

(27)アゼジャンは外国人の多い洗練された都会主ム丘、その手のj吉がたくさんある。

(アフリカ)

この接尾語の「らししりと助動詞の「らしいJは表面的には区別が付かないこともあるが、

通常、どちらであるかは文献から明らかである。両者のあいだには、表す意味の違いに加えて、

次のような違いがある G

ーに、動認や形容認などにも自由記付き得る助動詞の「らしいJとは異なり、接尾語の

「らしい」はほとん ら に付く。

の「らしいJを含む「あの男は実に男らしいJの は、通常、 r"，オ「ト

コラシ1イJのようになる o これに対し、劫動詞の「らしいJを含む「向こうからやって来る

むはどうも男らししりでは、 r"，オ「トコ1ラ「シ1イJという発者が基本的だと思われる o

三に、助動詞の「らしいJが連体鯵飾に用いられるときには、次のように「らしきJ とい

う形も龍われる。

(28)いまでも

(29) は泥の広場。

はみえないが、この上り勾記は明らかにウラル峠(?)だ o

(アジア・ヨーロッパ)

な原木があちこちに積み上げてある。その奥には自動車穆理工

場ちしき建物があり、トラクタ一類が何台も無造作に置かれていたメラネシア)

地方、接尾語の「らしいJを「らしき」という形iこした例は晃当たらなかった D

第四に、接尾語の「らしいJでは、 rxらしいXJ という言い方が可能である。
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(30)伺はともあれ、最初の潟窟らしい洞窟だ。 (メラネシア)

( 31)山系、次第に近づいてくる。アップ・ダウン烈しい丘陵地帯に入る。殆ど道主主心道

は ない酉域(上)) 

これに対し、助動詞の「らしいJがこのような形で用いられることlまない o これは、 rxであ

ると誰定されるXJという表現内容の不合理さによるものとして理解することができる o

4 rょうだJ

4. 1 外克・印

「ょうだj は、基本的に、外見や印象がどのようであるかを表現するものであって、ある摂

拠に基づいた事実の推定を表現するものではない。このことから考えてき当然のことであるが、

根拠一推定、推定一根拠といった構成にはなっていない用例が多い D 外見や印象を、言わ

直入に表現するだけである。

実際の用額!としては、まず、次のように、主に視覚を過して得られた外見'印象を表現する

ものがある。

( 32.) (洞窟の)奥をすかしてみると、ずっと急斜面が続いてい とても行けそう

に ない。(メラネシア)

(33)感心しているうちに列車は発事し、しばらく上海市内を走ると、速度をあげて一路水

田地帯をすすむ。水田の作物は野菜類が多いようだ o アジア・ヨ…沼ツパ)

次のような例では、調覚以外の感覚によって得られる印象が表現されている o

(34)その時どこかから歌声が関こえてきた。姿はまるきり見えないが、何か高い所から

こえてくるようだ。(アアリカ)

(35)セネガルの代表的料理、チュブゼン o初めて食べた持は感激した o 中路)病みつき

になってしまった日本人が、一カ月の関こればかり食べ続けてさすがに食協したとい

う日くっきの食べ物o確かに日本人の舌に合うよ立立。(アフリカ)

(36)十月の中関東北地方の朝はすでに寒く、列車の緩房がまだよくきいていないよ主主。

(アジア・ヨーロッパ)

また、次の例のように、感覚lこ基づく表面的な印象というより、ある程度の総合的な思考を

経て得られる印象を表現するものもある。もっとも、思考の結果とは寄っても、 (32)"-'(36)の

ような例とのあいだに絶対的な区別が立てられるわけではなく、程度の問題である o

(37)私は腰までの草をかき分けながら進んだ o踏む石が簡単に砕けた o サンゴ質の石灰岩

の ようだメラネシア)

(38)この数日で、当時ホニアラに滞在していた在留邦人のほとんどに会ってしまったよ
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主主。ソロモンという留の知名度から考えると案外多かったが、それでも十数人。

(メラネシア)

(39)西欧人の赤ちゃんが、見事なまでに、自鼻立ちを整えて生まれてくるのと較べると、

東洋系の新生児は誕生後に徐々に顔らしさを整えるようだ o シドニー)

4. 2 rらしい」への接近

上の(37)"，(39)に見るような思考的な罰が強まり、得られた情報に基づいて事実を推定する

という話し手の意識を伴う場合には、 「らしいJに近い用法となる o

(40)勉にもいろいろな神話伝説がからんでいるところを見ると、シンボは単なる南のはず

れの小さな島ではなかったようである。(メラネシア)

(41)黒い(島の)影の上の方に、点々と灯が動いている。島の北の山から松明を持った

列が降ワて来るようだった。山の上には湖があるはずだ。渇からのi滞ちだろうか。

(メラネシア)

「らしいJ と同様、 「どうやら Jや「どうも Jを伴うこともある o

(42)わたしたちのポートにむかつて、夜おそくまで子供たちが浜辺で歌をうたったちして

さわいでいる。どうやらこの島にくると子供の夜選びなどは親が問題にすることでiま

ないよ2立 。(そんジプ)

(43)護壁の部屋は、居間のようだ。手作りだけど、テープルと持子がある o どうも、

さんは物持ちのようである。(マヤ)

また、次のような f"，ょうで"'Jという構造は、 f"，らしく "'Jのそれに相当する 6) 

(44)壮大な朱塗わの門の前でパスから降りたが、ラサでは外国人であるわたしたちが珍し

いよ立豆、すぐにぞろぞろと人が集まり、たちまちの関に二重三重の人垣に臨まれて

しまった。

(45)ラサでもトラックと自転車が人びとの

ったトラック っていたし、無灯の自

(チベット@プータン)

な足になっているようで、人が鈴生りに

にあふれていた o

(チベット。プータン)

このように、 「ょうだJは「らしいJの領域に重なってはいく o しかし、 「ょうだJが「ら

しいJと向じように使われることがあるにしても、それはあくまでも、外見や印象を表すとい

う「ょうだJの基本的な犠きの一つの現れ方に過ぎないものと患われる。

実際、 「あれは飛行機らしいが、実はそうではない」という表現が無理であるのに対して、

「あれは飛行機のようだが、実はそうではないJと雷うことは普通に可能である o このことは、

「らしいJ に近い用法においても、 fょうだJは、事実の推定の表現になりきっているわけで

はなく、外見や印象の表現としてのj性格を残していることを示している。次は、そうした実例
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である o

(46) (被害者の)書類鞄と上着の財布がなくなっている o (中路)強盗のよ:S~がそうで

ないところもあった。(松本清張「分離の時間J) 

(47)彼は、熱心に新聞を読んでいるよ立豆、実はそうではなかった o 彼の自は、新賠の端

から頼子の後ろ姿と、小野木の顔とを観察しているのだった o

(松本清張「波の塔J ) 

要するに、外見や印象は事実とは食い違っていてもよいわけで、このことから、 「ょうだJは

比轍(または、比況)の名で呼ばれる用法を持つことになる。

4. 3 比轍

比喰を表す「ょうだJの用例としては、次のようなものが挙げられる o

(48)食べてごらん、といいたげに、一握り(のコーンフレーク)をわたしに差し出す o

に受けて口元に運ぶと、徹異い。ひとつまみ噛んでみるが紙のよ立広。(マヤ)

(49)山の中腹にある村には、涼しい風が終日あって、勢い込んで跳えてきた熱帯肢は拍子

抜けである o 摂氏三十二震のマニラの日中が嘘のようであるフィリピン)

(50)北京車姑は北京、大連等これまで乗障したどの訳よりも貧弱に見える D パスから降り

て駅前ヘ行くと欝天市場の入口を入ってゆくようである。(アジア・ヨーロッパ)

比託金と比検でないものとの区別は絶対的なものではない o 例えば、次の伊jなどは話し手の

においても、どちらか一方であって地方ではないと言い切れるようなものではなかろう o

(51)寸っとあおった冷たいぜ…ルのおいしさは、ニヵ月近いジャングル暮し、サンキンテ

ィン以来の疲れがすーっと薄れて行くようだった o マヤ)

もっとも、

から、

(52) 

(53) 

ように、 「まるでJ rあたかも J rさながら J rちょうど」といった表現の

あることが明らかな場合もある。

ある O の中のようだ o

になると家々でたく炭火の

だって龍径十センチ以上あるような巨大な

(メラネシア)

って、あたかも藷が発生したよ主主。

(モルジプ)

(54)右手にダムのような大きな貯水油が現れてくる。準減用のダムなのであろう o地盤は
さなが

波立っており、左手の波立ちは盈主海のようである o 西域(上)) 

(55)海から眺めるシドニ…の色彩豊かな風景は、ちょうど眼前に一枚の水彩顕を立てかけ

られたようでもあった。(シドニー)

また、 「かのようだJという形を取るものも、比喰を表すことが多い。 7)

(56)美しいコーラスやランプの下で行われる幻妙な儀式の様子をながめていると、なにか
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うっとりとしてくる o 彼らの宗教的悦楽がのりうつったかのようだ o (メラネシア)

事実の推定を表す「らしいJが、こうした比論を表現するのに用いられることはあり得ない D

4. 4 矛癒する外見・印象

「ょうだJは基本的に事実一一これは、ある意味で一義的であると言えるーーの推定に関わ

るものではないことから、互いに矛盾するこ簡を持つ外見や印象を表現することも可能となる。

( 57)整理をしてしまうと、これまでの自分の生活が終わったような感じだった o 長い経験

のようだったし、過ぎてしまうと、それがひどく短い関のようでもあった o

(松本清張「波の塔J ) 
一プ わかっ

(58) (美繍子の言った)迷へる子といふ言葉は解た様でもある o又解らない様でもある o

解る解らないは此の言葉の意味よりも、寧ろ此の言葉を使った女の意味である o

(菱自激石「三四郎J) 

特に、 「分かったような分かっていないような顔J r会いたいような会いたくないような気

持ちJのように、 rxようなXないような」という形の表現の例は少なくない o

(59)子供用の議の本を恵子の部屋から持ってきて、あの鳥は何の鳥かと調べたが、どの鳥

も挿絵にあるよ立阜、ないよユ主感じがして、山鳩かと思うと山鳩でないらしく、遂

に諦めてしまった遠藤周作「ぐうたら漫談集J) 

(60)刑事事件のほうも「裏づけが弱く、事件となる見込みがないJという、わかったよ立

なわからないような、上からの「判断Jで打切りになったことがある o

(松本清張「けものみち J) 

(61)こうなる(=せっかく来たのに、遺跡の は無理だと言われる)と、どうすること

もできない。私の

ストにある若い

な気持であった O

に対しては、アティク e クルパン氏に替って、古文物関椋のポ

えてくれたのであるが、納得できるような、できないような複

(西域(上)) 

また、 「泣いているような笑っているような顔J rうれしいような悲しいような結束J rほ

めているようなばかにしているような口ぶり Jのように、 rxようなYような j というj彰をし

え言い方も可能である。

を)受けた学校は総計十校iこ及ぶが、そのおかげで日本の地方都市を

まわった。地方都市にいくたびに、私は「ああ、ここも受けに来た o Jという哀しい

かしいような気持になる。(遠藤周作「寸うたら漫談集J) 

(63)それから約一年十か月、恵子は日本入学校に学んだが、昭和田十九年十一月、日本に

って転校した横浜の小学校の担任の先生から、 「外国帰りの子どもから、これほど

しい標準語の日本語を関けるとは、夢にも思いませんでした…J感心したよ芝生、

可
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ウ
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あきれたよ立主コメントをもらい、こちらの方も妙な気持ちを味わった o

(シドニー)

以上のように若手属する外見や印象を表現するのに、 「らしいJが用いられることはまずない o

これも、 「らしいJが事実の推定の表現であることを考えれば自然に理解できることであろう o

もっとも、 「も j を含む rrvらしくもあわ~ないらしくもある」のような形ならばあり得るよ

うに思われるが、実例は見つからなかった。

4. 5 規出

し手はあることがらを承知しているのに、それを断言するのを避け、 「ょうだJを用いて

腕曲に表現する場合があることが知られている。次のような例がそうである o

(64) rどうやら砂嵐は収まったようですねJ と、興行者の一人は言った o 西域(上)) 

(65)列車は速度を落した。構内の線路が多くなってくる o 着いたようですな o J 

(松本清張「

「秒嵐は収まったJ r叡に着いたJと言い切るのを避け、そのような印象があると

しているわけである。

このようなものはー殺に「ょうだJの椀曲の用法として記述されるが、腕曲の用法と品詩っ

ても、先に述べた fょうだJの義本的な意味に基づいた範留でのみ可能になるものだというこ

とに法意しておくべきであろう o擁蕗に表現したければ、熱条持に「ょうだJが能えるという

わけではないのである。例えば、 「お金を貸してもらえませんか?Jという依頼を椀曲に新わ

りたいからと寄って、 「ちょっとだめなようですJとは言うことができない o お金を貸すかど

うかは、話し手自身が決定することであって、外見や印象として受け止めるような性賓のもの

ではないからだと蓄えよう o

4. 6 rらしいJIこ代えもれない「ょうだJ

「ょうだJは使われるが「らしい」は使えない二、三の場合にはすでに言及したが、そのほ

かにも、以下のような場合の「ょうだ」が「らしい」に置き換え難い o

まず、知覚によって得られる表面的な印象を表現する場合がそうである。

(66) r顔色がよくないようですな。松本譜張「落差J) 

(67) r先生、何かご用がおありになるんですか?J rうむ、まあね…… o J rさっきから

時計ばかりご覧になるようですよ o J 松本清張「落差J) 

話し手は、見ての印象をそのまま述べているだけで、事実を推定しているのではない o

話し前静感覚や心情などを表現する場合も間様である o

(68) r山口 o 車を呼んでくれo どうも寒気がするようだから、さきに帰るよ o J 

(松本清張「雑草群落J) 

つ山門，，



(69)そのうちに徐々に、天山は(飛行機の窓の外に)その巨大な姿を現し始める。十一持

四十五分である o いよう!と声をかけてやりたいようである。(西域(上)) 

これも、話し手の気分を表しているのであって、事実の推定ということとは無関鋲である。

次のように、話し手の下す判定や評舗を表現している場合もそうである o

(70) (この持は、詩人が)辺境の将兵に代って、その心情を歌った詩であるから、その場

所がどこであるか詮索しでも始まらないが、この詩には、この辺の黄河がぴったちす

る ようだ。(西域(下)) 

(71)デパートでは、下着類など、ピニール袋に入っているのを出してみようとして「ナコ

ン(してはいけない)Jといわれたことがあったし、棚から出すと、かたはしからか

たづけるので買いにくかったこともあった o このようなサーピスの方法は、日本の

パートに箪配があがるようだ o イラン)

話し手は、この辺がぴったりすること、日本のデパートに軍配が上がることを、自分の個人

として述べているのであって、そうした事実があることを推定しているのではない。

以上、どの執jも、ある根拠に基づいた事実の推定を表現しているものではないという

している。当然、 「らししりには醤き換え難いことになる。

4. 7 rょうは琵える J rように患う Jなど

「ょうだ」は、しばしば、 「ように見える J rように患う Jを始めとする議々の形でも用い

られる。 rょうだJの考察の最後に、そうした期制をいくつか挙げておく。

(72)男たちは漁にでかけているのか、部議にみかけない o 女たちが大声でどなちあってい

る光景はまるで喧嘩をしているようにみえる o モルジプ)

(73)テヘランの は、混線することが多い。まちがい電話も、日本より多いように思う o

(イラン)

(74)心なしか家の前でほえる犬までが、デンパサールでみかけた犬のようなせわしさもな

く、おっとちとした表情をしているように感じられた o モルジプ)

(75)草原といっても背の丈二、三メートル、薬だって直径十センチ以上あるような毘大な

草である。まるで竹林の中のようだ o ふと自分が蟻になったような気さえする o

(メラネシア)

(76) r下を見ていると、まず北京から飛びだして、すぐ丘暖地帯の上へ出ますが、その山

岳地帯を越えると、あとはほとんど沙漠ですね。まるで沙漠の上をえらんでいるよう

(ゆく)

いずれも「ょうだJとほとんど同じ意味を表すが、これは、 「ょうだ」が外見や印象を表現す

るものであるため、 「ょうだ」自身の中に「見える、思う、感じられる、気がするJ といった
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意味が含まれていることによるものと雷えよう。

5 抽象的な意味特性に基づく分析について

以上、 「らしい」と「ょうだJの意味・用法について見てきた。ところで、この問題に関し

ては、近年、寺村氏の分析に端を発して一連の論考が発表されている o ここでは、この研究の

動向について一言しておく口

寺村氏の分析においては、 「らしいJ と「ょうだJは、 「推量の根拠となる構報が、自分自

身の観察によって得たものか、それとも飽から手に入れたものかJという基準などに関して異

なるものとされている。しかし、以上の節で見てきたように、 「らしいJと「ょうだJは、単

にそうした何らかの一つ(あるいは、それ以上)の特性においてのみ対立しているものとは考

え難い o 両者はより漂いところですでに意味を異にしていると言うべきだと忠われる o

要は、寺村氏の議論は、その出発点において、 「らしい」と「ょうだJをどちらも、ある根

拠に基づく推量を表すものと見てしまっているところに問題があると言える o それを前提とし

てそれ以外のところに相違を求める結果、上述のような基準を見出すよりほかないということ

になるものと思われる G

寺村氏の説を受け、それを補足するものとして導入されたのが、 「心理的距離Jの擁念であ

るo小論の立場からすると不適当な考え方に立脚している以上、この考え方も必然的に問題を

はらんでいることになるが、これについても簡単に述べておく D

詳細については柴田氏、早津氏らの研究を参摘されたいが、この説によると、話し手と

との 「らしいj では速く、逆に、 「ょうだJでは近いとされる o 例え叫、

いて説明しておられるfJlJの一つを見てみよう。

ったよった。向かいやなことを思い出し

ちである q すなわち、始めの文では、話し手は「披女J

「一瞬かげったJ状態であると判断した 2 ものであるから

「ょうだJが適当である o勉方、後ろの文では、それを根拠として、 「被女」の心中を推量し

たわけで、 gこれは距離をおいた判断であるから rらしいJで表される o

しかし、 「距離をおいた判新Jと言うことの意味が不明雑である。詳しく検討する余裕はな

いが、問題点を突き詰めれば、寺村氏の場合と間様、 (77)の二つの文がどちらもある判断を

すと見ている点むあると霞える。しかし、小論の立場からすると、 「ょうだJが判断や推量を

と設うのは不適当である。 (77)における「ょうだJ と「らしいJの使い分けがどう説明さ

れるべきかはすでに明らかであろう。最初の文で「ょうだJが使われるのは、話し手の受け取

った外見・印象を表現しているからであり、続く文で「らしいJとなるのは、それを根拠とし
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て外部には現れていない事実を推定しているからにほかならない。

「らしい」と「ょうだJを区別するために寺村氏ほかによって提出された基準や概念は、目

的によってはそれらを持ち出す意義があるとしても、それは「らしいJと「ょうだJの基本的

な意味の相違に基づく派生的な現象として理解すべきであろうと思われる。

6 rらしいJと「のだろうJ

ある根拠に基づいて事実を推定するという「らしい」の働きは、 「のだろう Jのそれに似て

いる o と言うのも、 「のだろう Jは、あることがらを受けて、その背後にどのような事情があ

るかを誰量して表現するものだからである。 8)ここでは、両者の置換可能性について簡単に述

べておく。

「らしいJの用例の中には、 「のだろう Jで置き換えることのできるものが多い o 3 

節で挙げたものの中から一例だけ挙げる o

( 5)神父が数日前より、日本からイシャが来ると近くの村にも声をかけていたムムムミ0-ニ

山三山越えて自称嫡人がやって来ていた o (フィリピン)

逆に、次のような「のだろう Jは、 「らしいJ に置き換えることができる o

(78)ココヤシの木陰では婦人や子供たちが、こちらを見つめて、その中の幾人かの子供た

ちが小南で「コリア!コリア!Jとささやいている o朝鮮の漁船がたちょったことが

あるのだろう o モルジプ)

(79)モスクの前は村人たちの溜り場になっているのだろう。数人が腰かけて、われわれ一

行を眺めている o シルクロード)

しかし、 「らしいJと「のだろう Jは常に置換可能なわけではない o 例えば、次のような伝

聞の「らしいJは「のだろう Jでは置き換え難い o

(14)寺林さん自身は(湘癌があるという噂を)知らなかったが、現地の人に声をかけてく

れた。知っている男がいた。ムンダの山手にあるムム心。調口は背より高く、水が流

れ出ているという。(メラネシア)

この文で「のだろう J とできないのは、向かあることがらがあって、その背後の事構が「洞窟

がムンダの山手にあるJことだという関係になっていないからだと言える o逆に、次のような

「のだろう Jは、 「らしいJには変え難い o

(80) (温泉のあるアプギヤルメ村は)人口およそニ~三百という感じの小さな部議だ o ひ

なびた温泉宿という感むだ o 日本の温泉村も替はそうだったのだろう o 数軒の宿があ

るo大体似たようなっくりだ。(イラン)

この「のだろう Jの用法は、ある具体的なことがらの背後の事情を推量するものではなく、話
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し手の意識内で問題となっている実情がどうであるかを推量するものである o 9) (80)の fのだ

ろう j を無理に「らしいJに変えると、アプギヤルメ村が小さな温泉宿の村だということに

づいて、日本の昔の温泉村の姿を推定するというおかしなことになってしまう o rらしいJ に

変えられないのは、そうした理由によるものと震える。

結局、 「らしい」と「のだろう」の用法が重なるのは、あることがらがあって、その背後に

ある事実を問題とする場合だということになる o

なお、 「らしいJが「のだJ的な要素を含んでいる一一あることがらを受けて、そこから

知の事実を推定する一一ーということから、 「のだJと「らししりをこのj顕序で組み合わせてで

きる「のらしいJという言い方は、構文上は問題ないが、意味的に余剰的なためか、実諜の

摂jはきわめて稀である。

(81)試合の最中、気を付けて見ていると、 と 、アウトを取るたびに、すこ

しずつ、中堅手の居る方角へ、ひっついて行ってしまうのである。(中路)これは、

アウトを取るたびに外野の三人がぺちゃくちゃ喋るのが原因で、喋るたびに、知ら

知らずのうちに互いに譲近してしまうのらしい。(井上ひさし「家庭口論J ) 

このような「のらしいJは、一殻には、 「らしい」か「のだろう Jのいずれか一方で表現され

るところであろう。

7 おわりに

以上、 「らしいJは「ある根拠に基づく事実の推定Jを表すもの、 「ょうだ」は「外見や印

象Jを表すものとする!日来の見解に立ち返ることで、それぞれの意味・用法、両者の相違など

の問題についての自然な理解が得られることを、様々な角度からの考察を通して見てきた。

なお、 「ょうだ」と用法上の重なりを持つ、いわゆる様態の「そうだ」については、別のと

ころで論じている o あわせて いただければ幸いである o l O) 

注

1 ) 岡本爵一氏編 r日本語表現文典.J) (国際文化振興会、 1944年、 180'"'-'187頁)。

2 ) 時枝誠記氏 r日本文法口語講.J) (岩波書法、 1950年、 206""v209頁)、阪倉篤義氏 r日本文

法の話.J) (創元社、 1952年、 253'"'-'254頁)、 森田良行氏 r基礎日本語2.J) (角川書j吾、

1980年、 503'"'-'509頁)、中島孝幸氏「不確かな判断一一一ラシイとヨウダ一一-J (If三重大

学日本語学文学』第l号、 1990年)など。

3 ) 寺村秀夫氏「ムードの形式と意味(1)一一概言的報道の表現一一J (If文芸言語研究(雷
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語篤).Jl第5巻、筑波大学文芸・言語学系、 1979年)、 柏岡珠子氏「ヨウダとラシイに

する一考察J ([i'日本語教育.Jl41号、 1980年)、 柴自武氏「ヨウダ@ラシイ・ダロウ J

(国広哲弥氏編 『ことばの意味3一一辞欝に醤いてないこと一一一』、平凡社、 1982料、

「ヨウダ@ラシイについての覚え議J ([i'独協大学外国語教育研究』

1985年)、早津恵美子関 r[i'らしい』と『ょうだ.JlJ ( [i'日本語学』第7巻第4号、 1988年)

など o rらしいj や「ょうだJを題自に掲げたもの以外でも、同様の立場から

に言及している最近の研究は枚挙に蝦がないo

り 明治期における接尾語の「らしいJの用例の中lこ、実際にはXでないものむついて rxら

しく Jを用いているものがあることを、鈴木英明氏「明治期以降めラシイの変貌J ([i' 

語国文』第57巻第3号、 1988年)が指摘しておられる。

5) rよほどJ rよっぽどJの用法の一つは、 「らしいj の表す意味と深く関わっている o こ

の点については、拙論 r[Jよほど』の分析続瀦J (発表予定)を参照していただきたい o

6) もっとも、 r，""，ょうで'""'J という形の表現がすべて推定一根拠の関係を表しているわけで

はなく、次のような場合もある G

(a) (寵話口で)あの……などと時吟しているときに、分っていることを焚換嬢がこた

えてくれた口交換台であれ向であれ、通常の場合は盗聴されているようでいやなも

のだがこのときは有難かった。(アジア・ヨーロッパ)

この撞の表現は「らしく Jでも可能であろうが、該当する用例は見つからなかった o

7 ) 単純に比輸を表すとは言いがたい「かのようだ」の用例もある o

(a) (踊っている)女たちは笑っていた。全身がj愉悦に輝いていた。くるりとまわり、

留まぐるしく手を交差し、生きていること自体をせい一杯享受しているかのようで

あった o 北杜夫「月と10セント J) 

8) 詳しくは、拙著『現代日本語の文法 I一一「のだ」の意味と用法一一.Jl (和泉書院、 1990

年)の第2輩と第5章を参照していただきたい o なお、 「らしいJと「のだろう」の意味の

類訟に関しては、奥田靖雄氏「おしはかり(ニ) J ([i'日本語学』第4巻第2号、 1985年)

にも議論がある。

自) 上掲の拙著を参照していただきたい。

10 )拙論「現代語における予想の rそうだ』の意味について一一-[Jょうだ』との対比を含めて
み九

一一一J ([i'国語語嚢史の研究 十二』、和泉書院、 199壬年)。
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(用例の出典)

引例に擦しでは、一部のものを除き、下記の下線部分を出典として示した。なお、一部の漢

字の書体を改めたほかは、すべて原文の表記に従った o

中尾英俊「アジア・ヨーロッパ歩き録J (動車書房)

板垣真理子「おいでよアフリカ一一一西アフリカの街と祭と女た

大野正雄・大野はるみ r::[之之見開録J (泰流社)

遠藤雅子「シドニーの午後一-Mydays in Australia一一一J (三修社)

機口縫康「ガンダーラへの道一一一シルクロード調査紀行一一一J (サンケイ出版)

井上靖「私の麗盛記行上巻J r関 下巻J (文芸春秋)

(品文社)

野添憲治「秘境への旅一一チベット・ブータン紀行一時一J (無明舎出版)

妹尾恭一「フィリピン僻地紀行一一少数民族マンギャンを旅して一一J (連合出版)

若林美智子「最後の主主民族J (新潮社)

問中淳夫「不思議の閣のメラネシア一一一南太平洋探検の旅一一一一J (彩流社)

藤沢高治「インド洋の小さな国一一モルジブ諸島文化誌-J (晶文社)

井上靖・司馬遼太郎「西域を没iJ 潮出版社)

(たのむら ただはる，大板外国語大学講師)
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